
 
 

 活動概要                                

 
 

 表彰履歴                                

 
 プロフィール                              

 

■ 設立：2001年2月 
■ 役員 
●代表理事 曽根原久司 
 1961年長野県飯田市生まれ。明治大学卒業後、フリーター、ミュージシャンを経て、金融
系の経営コンサルトの道へ。バブル崩壊後、銀行などの経営指導に危機を感じ、95年、東京
から山梨へ移住し、農林業を柱とした自給自足の生活を実践。01 年 NPO 法人「えがおつな
げて」設立。内閣府が選定する「地域活性化伝道師」235人中の１人に選ばれる。 
●えがおファーム農場長・理事 小黒裕一郎 
 1979 年横浜生まれ。立教大学卒業後の 4 年間、自転車で日本・世界を旅した際に重要で
あると実感した自給的暮らしを実践するため、2005年に現在の居住地である山梨県北杜市に
移住。ＮＰＯ法人えがおつなげての農場・えがおファームの農場長として、持続可能な農業の
実践と、農村を舞台としたグリーンツーリズムイベントの企画・運営を行っている。 

■ 本部所在地：山梨県北杜市白州町横手2910-2 
Tel:0551-35-4563 Fax:0551-35-4564 

■ 主要活動拠点：本部、開拓館[えがおつなげての古民家]、開拓館アネックス、えがおファーム
＆都市農村交流センター鉱泉みずがきランド、東京事務所 

■ URL：http://www.npo-egao.net/ 
 

 

★農林水産省(平成１９年度) 
「オーライ！ニッポン大賞」受賞 

★（財）あしたの日本を創る協会(平成２０年度) 
「あしたのまち・くらしづくり活動部部門  
内閣総理大臣賞」受賞 

★経済産業省(平成２０年度) 
ソーシャルビジネス５５選に選定 

★SEOY日本プログラム(平成２２年度) 
ファイナリスト選出 

農をはじめとした地域共生型のネットワーク社会を創ることを目的に、「村・人・時代づくり」
を行っています。山梨県北杜市白州町を中心に、北杜市増富、南アルプス・八ヶ岳周辺、長野県
飯島町、長野県小諸市、栃木県那須、茨城県常陸太田市、会津地域、三重地域、福岡地域、東京
丸の内、などで、以下の活動を行っています。 
 

★えがおの学校、えがおの専門学校など農村都市交流マネージメントコーディネーター人材育成 
★関東ツーリズム大学など都市のニーズと地域の問題解決を学ぶ
ネットワーク 
★空と土プロジェクトや企業のはたけ倶楽部、やまなし企業ファー
ムリーグなど、企業との連携での農商工連携、耕作放棄地解消活
動 
★山梨エネルギーファーム、木質バイオマスなどエネルギー対策 
★えがおファームによる農村都市交流プログラムやえがおマルシ
ェによる農作物・加工品の販売他 

『特定非営利活動法人えがおつなげて』のご紹介 
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第２回福島県地域創生・人口減少対策有識者会議　関委員 資料



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山梨県で、４０名の地域おこし協力隊員（農業協力隊員）を受入れ。
JAや農業生産法人等の支援機関のもと各地域で活動。

内 容内 容内 容内 容

・農業協力隊推進事業実施要綱

・農業活動（耕作放棄地解消作業、農作物の栽培）
・地域おこし活動（地域共同作業、地域美化活動等）

・俳優の菅原文太氏をコーディネータとして、定住に向けた指導・助言、シンポジウムの開催。

平成２１年１０月～（平成２３年度末まで）

概 要概 要概 要概 要

・三大都市圏等の都市から男性３５名、女性５名
計４０名を受入れ

山梨県の地域おこし協力隊山梨県の地域おこし協力隊

隊員の人材

設置根拠

受入れ期間

活動内容

ポイント 農作業を行う隊員

担

い
手
（地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
）

担

い
手
（地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
）

担い手育成対策（就農段階）担い手育成対策（就農段階）担い手育成対策（就農段階）担い手育成対策（就農段階）担い手育成対策（就農段階）担い手育成対策（就農段階）

新

規

就

農

者

等

新新

規規

就就

農農

者者

等等

いつかは山梨で
農業をしたい

いつかは山梨で
農業をしたい
いつかは山梨で
農業をしたい

いつかは山梨で
農業をしたい

就農相談会
の充実

就農相談会就農相談会

の充実の充実

マッチングマッチングマッチング

就農相談会
の充実

就農相談会就農相談会

の充実の充実

マッチングマッチングマッチング

就農を希望する
若者との交流
イベントの開催

就農を希望する
若者との交流
イベントの開催

体験
（交流促進）

体験体験
（交流促進）（交流促進）

就農を希望する
若者との交流
イベントの開催

就農を希望する
若者との交流
イベントの開催

体験
（交流促進）

体験体験
（交流促進）（交流促進）

農業大学校（本科・訓練科）農業大学校農業大学校（本科・訓練科）（本科・訓練科）

親の跡を継ぎたい （学生・Ｕﾀｰﾝ）親の跡を継ぎたい （学生・Ｕﾀｰﾝ）

果樹試験場における実践研修果樹試験場における実践研修果樹試験場における実践研修

基礎より高度な技術を習得基礎より高度な技術を習得

農業大学校（本科・訓練科）農業大学校農業大学校（本科・訓練科）（本科・訓練科）

親の跡を継ぎたい （学生・Ｕﾀｰﾝ）親の跡を継ぎたい （学生・Ｕﾀｰﾝ）

農業大学校（本科・訓練科）農業大学校農業大学校（本科・訓練科）（本科・訓練科）

親の跡を継ぎたい （学生・Ｕﾀｰﾝ）親の跡を継ぎたい （学生・Ｕﾀｰﾝ）

果樹試験場における実践研修果樹試験場における実践研修果樹試験場における実践研修

基礎より高度な技術を習得基礎より高度な技術を習得

果樹試験場における実践研修果樹試験場における実践研修果樹試験場における実践研修

基礎より高度な技術を習得基礎より高度な技術を習得

○担い手対策室の創設○○ 担い手担い手対策室の創設対策室の創設

普及センター、就農支援センター、普及センター、就農支援センター、

農業大学校との連携強化農業大学校との連携強化

行政体制の強化行政体制の強化行政体制の強化

○ニューファーマー応援チームの創設○○ ニューファーマー応援チームの創設ニューファーマー応援チームの創設

ＪＡの支所、支店の範囲等で地域の実情にＪＡの支所、支店の範囲等で地域の実情に

応じた担い手支援（オーダーメイド支援）を実施応じた担い手支援（オーダーメイド支援）を実施

現場でのバックアップ現場でのバックアップ現場でのバックアップ

○省力化営農技術の研究を充実
○研究成果の早期普及

（実証ほの設置、拡充）

○○ 省力化営農技術の研究を充実省力化営農技術の研究を充実

○○ 研究成果の早期普及研究成果の早期普及

（実証（実証ほのほの設置、拡充）設置、拡充）

試験研究の促進試験研究の促進試験研究の促進

○担い手対策室の創設○○ 担い手担い手対策室の創設対策室の創設

普及センター、就農支援センター、普及センター、就農支援センター、

農業大学校との連携強化農業大学校との連携強化

行政体制の強化行政体制の強化行政体制の強化

○担い手対策室の創設○○ 担い手担い手対策室の創設対策室の創設

普及センター、就農支援センター、普及センター、就農支援センター、

農業大学校との連携強化農業大学校との連携強化

行政体制の強化行政体制の強化行政体制の強化

○ニューファーマー応援チームの創設○○ ニューファーマー応援チームの創設ニューファーマー応援チームの創設

ＪＡの支所、支店の範囲等で地域の実情にＪＡの支所、支店の範囲等で地域の実情に

応じた担い手支援（オーダーメイド支援）を実施応じた担い手支援（オーダーメイド支援）を実施

現場でのバックアップ現場でのバックアップ現場でのバックアップ

○ニューファーマー応援チームの創設○○ ニューファーマー応援チームの創設ニューファーマー応援チームの創設

ＪＡの支所、支店の範囲等で地域の実情にＪＡの支所、支店の範囲等で地域の実情に

応じた担い手支援（オーダーメイド支援）を実施応じた担い手支援（オーダーメイド支援）を実施

現場でのバックアップ現場でのバックアップ現場でのバックアップ

○省力化営農技術の研究を充実
○研究成果の早期普及

（実証ほの設置、拡充）

○○ 省力化営農技術の研究を充実省力化営農技術の研究を充実

○○ 研究成果の早期普及研究成果の早期普及

（実証（実証ほのほの設置、拡充）設置、拡充）

試験研究の促進試験研究の促進試験研究の促進

○省力化営農技術の研究を充実
○研究成果の早期普及

（実証ほの設置、拡充）

○○ 省力化営農技術の研究を充実省力化営農技術の研究を充実

○○ 研究成果の早期普及研究成果の早期普及

（実証（実証ほのほの設置、拡充）設置、拡充）

試験研究の促進試験研究の促進試験研究の促進

普及指導員と篤農家普及指導員と篤農家がが連携連携して支援して支援

栽培技術をサポート栽培技術をサポート

普及指導員と篤農家普及指導員と篤農家がが連携連携して支援して支援

栽培技術をサポート栽培技術をサポート

農業生産法人の育成農業生産法人の育成農業生産法人の育成

ＪＡ出資型法人の育成、企業の農業参入、ＪＡ出資型法人の育成、企業の農業参入、

ふるさと雇用・農業協力隊による就農機会の確保ふるさと雇用・農業協力隊による就農機会の確保

いきなり独立の心配を解消（雇用就農）いきなり独立の心配を解消（雇用就農）

農業生産法人の育成農業生産法人の育成農業生産法人の育成

ＪＡ出資型法人の育成、企業の農業参入、ＪＡ出資型法人の育成、企業の農業参入、

ふるさと雇用・農業協力隊による就農機会の確保ふるさと雇用・農業協力隊による就農機会の確保

いきなり独立の心配を解消（雇用就農）いきなり独立の心配を解消（雇用就農）

リース用樹園地の整備を支援リース用樹園地の整備を支援

園地リース促進制度の創設園地リース促進制度の創設

就農に必要な機械・施設の導入を支援就農に必要な機械・施設の導入を支援

機械等の初期投資軽減策の創設機械等の初期投資軽減策の創設

就農時の初期投資や農地の確保を支援就農時の初期投資や農地の確保を支援

リース用樹園地の整備を支援リース用樹園地の整備を支援

園地リース促進制度の創設園地リース促進制度の創設

就農に必要な機械・施設の導入を支援就農に必要な機械・施設の導入を支援

機械等の初期投資軽減策の創設機械等の初期投資軽減策の創設

就農時の初期投資や農地の確保を支援就農時の初期投資や農地の確保を支援

作業受委託組織の育成等作業受委託組織の育成作業受委託組織の育成等等

ＪＡＪＡ営営農サポートセンター農サポートセンターの拡大の拡大

規模拡大規模拡大、、省力技術省力技術の導入のためのの導入のための
伐採に伴う無収入期間の経費等を支援伐採に伴う無収入期間の経費等を支援

果樹農家規模拡大支援策の創設果樹農家規模拡大支援策の創設

規模拡大に必要な経費や労力を支援規模拡大に必要な経費や労力を支援

作業受委託組織の育成等作業受委託組織の育成作業受委託組織の育成等等

ＪＡＪＡ営営農サポートセンター農サポートセンターの拡大の拡大

作業受委託組織の育成等作業受委託組織の育成作業受委託組織の育成等等

ＪＡＪＡ営営農サポートセンター農サポートセンターの拡大の拡大

規模拡大規模拡大、、省力技術省力技術の導入のためのの導入のための
伐採に伴う無収入期間の経費等を支援伐採に伴う無収入期間の経費等を支援

果樹農家規模拡大支援策の創設果樹農家規模拡大支援策の創設

規模拡大規模拡大、、省力技術省力技術の導入のためのの導入のための
伐採に伴う無収入期間の経費等を支援伐採に伴う無収入期間の経費等を支援

果樹農家規模拡大支援策の創設果樹農家規模拡大支援策の創設

規模拡大に必要な経費や労力を支援規模拡大に必要な経費や労力を支援

H22年度新規就農者確保・育成対策H22H22年度年度新規就農者確保・育成新規就農者確保・育成対策対策

就農定着支援制度の新設就農定着支援制度の新設

新規就農対策（就農準備段階）新規就農対策（就農準備段階）新規就農対策（就農準備段階）

就農トレーニング塾の新設就農トレーニング塾の新設

本当に農業に向いている
のか農作業を通じて確認

本当に農業に向いている
のか農作業を通じて確認

農 業 協 力 隊農 業 協 力 隊



木村氏は、農事組合法人伊賀銘柄

豚振興組合（伊賀の里モクモク手作

りファーム）を設立。手作りハム・

ソーセージ事業からスタートし、体

験交流型の農業公園を運営。年商

４７億円（平成２１年度）の農業者

集団を率いる。

木村修氏（左）と吉田修氏（右）

[写真：beフロントランナー]

三重県伊賀市所 在 地

昭和５０年 同志社大学経済学部卒業、沿 革

三重県経済農業協同組合連合会就職

昭和６２年 同連合会退職、

養豚農家１６軒と農事組合法人伊賀銘柄豚振興組合設立

平成 ４年 (有)農業法人モクモク設立

平成 ６年 農事組合法人伊賀銘柄豚振興組合設立を伊賀の里モクモク

手作りファームに名称変更

食育学習事業内容 農場・畜産加工場・

施設の運営（ファーム事業 ・）

通信販売事業・レストラン事業

組織図

農事組合法人農事組合法人農事組合法人農事組合法人　　　　伊賀伊賀伊賀伊賀のののの里里里里
モクモクモクモクモクモクモクモク手手手手づくりづくりづくりづくりファームファームファームファーム
生産・加工・農村交流

有限会社有限会社有限会社有限会社　　　　農業法人農業法人農業法人農業法人
モクモクモクモクモクモクモクモク

流通・通信販売

株式会社株式会社株式会社株式会社　　　　伊賀伊賀伊賀伊賀のののの里里里里
レストラン

株式会社株式会社株式会社株式会社　　　　モクモクネイモクモクネイモクモクネイモクモクネイ
チャーエコシステムズチャーエコシステムズチャーエコシステムズチャーエコシステムズ
環境保全・地域活性化支援

株式会社株式会社株式会社株式会社　　　　モクモクモクモクモクモクモクモク流流流流
農村産業研究所農村産業研究所農村産業研究所農村産業研究所

農村産業づくりコンサルタント

株式会社株式会社株式会社株式会社　　　　パンパンパンパン学舎学舎学舎学舎
スタッフ独立型100％子会社

農事組合法人　伊賀の里モクモク手作りファーム　代表取締役　木村修氏



（注３）＜＜＜＜経営経営経営経営にににに関関関関するするするする考考考考ええええ＞＞＞＞

●生産、加工、流通、販売、サービスを一体化

ファーム事業は、１４ｈａの敷地で、ハム・ソーセージのほか３００種類の製品

を製造、ハム・ソーセージの体験教室などを開催し、ファームには年間５０万人が

訪れる。通信販売事業は、売上げの９割を４万人のモクモクネイチャークラブ会員

が占め、レストラン事業は、ファーム内のほか、三重県・滋賀県・愛知県・大阪府

に出店している。

●マーケット重視

。 、 。ファームには３つの大きな特徴がある まず 消費者の心理を捕らえていること

、 。 、 。次に 若者を引き付けていること 最後に 農村地域の活性化に貢献していること

消費者の心理を捕らえる最初のきっかけになったのは、ハム・ソーセージの体験

教室。同教室を通じて、消費者はメーカーとの垣根を低くしたいと思っていること

に気づいた。以来 「消費者との垣根を低くする」が、同ファームの三事業を運営、

していく基本方針となっている。

●利益最大化、売上げ拡大のみを追及しない経営

基本方針に基づき、４つの事業戦略を行っている。一つは、価格競争に巻き込ま

れないよう自分で商品に値段をつけ、自分で販売する。ファームの商品は、市販の

商品より1割から３割高い。この価格差を納得してもらうため、消費者への情報発

信を強化し、つくり手の思いやこだわりを伝えることにより新たな価値を創造して

いる （ブランド化）。

二つ目は、顧客単価を上げる仕組みづくり。

三つ目は、顧客指向であっても顧客に迎合はしない姿勢 （ニーズのずらし）。

四つ目は、営利活動と非営利（社会的）活動を一体化することによる相乗効果。

顧客はある許容範囲を越えて事業者が収益を求めようとした場合、その事業を拒絶

し二度と顧客に戻ることはない。

こうした視点から、ファームは事業運営上、６つのフィルターを設けている。①

女性の視点、②本物の視点、③農業者の視点、④消費者の視点、⑤非営利の視点、

⑥健康の視点、このフィルターが判断基準となり、ファームの成長を支えている。

●顧客の組織化、リピーターづくり

ファームは、当初から消費者の中でファームの考え方や活動に共感を抱き応援し

てくれる人達を、会員として組織化してきたことも大きな特徴と言える。

●共同経営、従業員との共同体意識

ファームは、三重県経済農業協同組合連合会を共に退職した専務の吉田修氏と共

同で引っぱってきた。仏の修（社長 木村修氏）と鬼の修（専務 吉田修氏）と呼ば

れ、二人揃って一つの役割を担っている。

従業員は、入社２年目からファームに出資できることやベンチャー企業的気風な

ど従業員の"自分たちの会社"意識は強く、経営者と従業員に一体感が醸成されてい

ることも特徴と言える。



●新規事業展開

今後は、環境への配慮や食農教育の充実から、福祉や医療への関わりまで視野に

いれた事業展開を進めている。

（注３）出典： 新しい農業の風はモクモクからやって来る」「

著者 木村修・吉田修・青山浩子 発行所 (株)商業界

http://www.moku-moku.com/ホームページ
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